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163kmの
「三陸鉄道リアス線」が
誕生します！
[アンケート&読者プレゼント ]

復興に取り組みながら、
お互いに幸福を守り育てる
希望郷いわて

岩手で暮らし、働く  
私たちの未来の姿を描く

いわて県民計画
（2019～2028）と
これからの県北地域

たくさんの思い出をつくろう！
親子で遊べる

春のわくわく
お出かけスポット
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石
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宮
古
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開
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北
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ア
ス
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アンケートにお答えいただいた方の中から、抽選で10名様にプレゼント!!読者プレゼント

[送り先] はがき  〒028-8042 久慈市八日町1-1
 県北広域振興局「北いわて最前線アンケート」係
 F A X  0194-53-1720　電子メール  BK0001@pref.iwate.jp
[締   切] 平成31年4月12日（金） 消印有効

１ 今回の記事で興味を持ったものは何ですか？（番号で回答、複数回答可）
 ①特集１　いわて県民計画（2019～2028）とこれからの県北地域
 ②特集２　春のわくわくお出かけスポット
 ③県北広域トピックス2019
 ④163kmの「三陸鉄道リアス線」が誕生します！　
２ 本紙への御意見・御要望や、今後掲載して欲しい内容がありましたら、御自由に
お書きください。

３ 県北広域振興局に対する御意見・御要望がありましたら、御自由にお書きください。

短角牛カレー×３（甘口・中辛・辛口 各味1個）
黒毛和牛カレー×３（甘口・中辛・辛口 各味1個）
内容量200g/レトルト

有限会社 田村牧場（久慈市）

ビーフカレーセット6食入り

【短角牛カレー】 短角牛の赤身肉には旨味成分がたっ
ぷり。じっくり煮込んだ柔らかい角切り肉がゴロゴロ入
り、短角牛の旨みがルーでもしっかり楽しめます。 
【黒毛和牛カレー】 黒毛和牛でも脂のしつこくない部位
を使用、霜降りが苦手な方にもおすすめ。お肉の甘さと
風味を生かした、スパイシーさが特徴のカレーです。

「北いわて最前線」を最後までお読みいただき、ありがとうございます。
今後より一層、誌面を充実させるため、読者の皆様の「声」をお聞かせください。

※ 回答は、右の二次元バーコードを読み込んで応募フォームか
らご応募ください。なお、はがき・ＦＡＸでもご応募いただけ
ますので、住所・氏名・年齢・性別・電話番号をお書きの上、
お送りください。

スマートフォン用

岩手県 県北広域振興局全世帯配布広報誌 （平成31年3月発行）
県北広域振興局経営企画部
〒028-8042 岩手県久慈市八日町1-1 TEL：0194-53-4981㈹  FAX：0194-53-1720  E-mail：BK0001@pref.iwate.jp編集・発行

応募方法

2
0
1
9
年
３
月
23
日（
土
）、久
慈
駅（
久
慈
市
）か
ら
盛
駅（
大
船
渡
市  

）

ま
で
の
１
６
３
㎞
が
、
三
陸
鉄
道
リ
ア
ス
線
と
し
て
一
つ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

新
駅
も
開
業
す
る
な
ど
、
ふ
だ
ん
の
暮
ら
し
や
観
光
な
ど
が
い
っ
そ
う
便

利
に
な
り
ま
す
。

三陸鉄道株式会社
代表取締役社長   中村  一郎氏
　東日本大震災後の８年間、宮古―釜石間のＪＲ山
田線は不通でしたので、沿線の地域の皆さんは運行
を心待ちにされていました。それだけに、当社も今回
の開通を非常にうれしく思います。
　また、久慈から大船渡まで一本につながるので、こ
れまで以上に三陸沿岸の市町村をつなげる役割を

三
陸
鉄
道
は
、１
９
８
４
年
に
南
リ

ア
ス
線（
盛
―
釜
石
間
）と
北
リ
ア

ス
線（
宮
古
―
久
慈
間
）を
運
行
す

る
鉄
道
と
し
て
開
業
し
ま
し
た
。
東

日
本
大
震
災
の
津
波
で
被
災
し
ま
し

た
が
、２
０
１
４
年
４
月
に
、
南
リ
ア

ス
線
と
北
リ
ア
ス
線
の
全
線
で
運
行

を
再
開
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、３
月
23
日
に
は
、
Ｊ
Ｒ

山
田
線（
宮
古
―
釜
石
間
）の
復
旧
・

三
陸
鉄
道
へ
の
移
管
に
と
も
な
い
、

南
リ
ア
ス
線
と
北
リ
ア
ス
線
が
一
本

化
し
た
「
リ
ア
ス
線
」
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。
盛
駅
か
ら
久
慈
駅

ま
で
の
全
線
１
６
３
㎞
と
い
う
長
さ

は
、
第
３
セ
ク
タ
ー
の
鉄
道
と
し
て

は
全
国
一
の
長
さ
と
な
り
ま
す
。

こ
の
リ
ア
ス
線
の
誕
生
に
よ
り
、

宮
古
―
釜
石
間
に
は
従
来
の

Ｊ
Ｒ
山
田
線
の
駅
の
ほ
か

に
、
豊
間
根
―
津
軽

石
間
に
払
川
駅
が
、
津

軽
石
―
磯
鶏
間
に
八

木
沢
・
宮
古
短
大
駅
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

現
在
は
南
リ
ア
ス
線
が
10
駅
、
北
リ
ア

ス
線
が
17
駅
、
従
来
の
Ｊ
Ｒ
山
田
線

が
11
駅
で
あ
り
、
新
し
い
リ
ア
ス
線
は

二
つ
の
新
駅
を
加
え
た
全
40
駅
と
な
り

ま
す
。

ま
た
、
同
区
間
の
運
行
列
車
は
Ｊ

Ｒ
山
田
線
時
代
と
比
べ
る
と
、
区
間
列

車
を
含
め
３
本
が
増
発
さ
れ
ま
す
。
他

の
区
間
で
も
増
発
や
始
発
駅
・
終
着
駅

の
延
長
な
ど
ダ
イ
ヤ
が
変
更
さ
れ
、「
地

域
の
足
」
と
し
て
よ
り
便
利
に
な
り
ま

す
。さ

ら
に
、
盛
―
久
慈
間
の
１
６
３

㎞
を
結
ぶ
直
通
列
車
の
ほ
か
、
盛
―
宮

古
間
、
久
慈
―
釜
石
間
の
直
通
列
車
が

運
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
乗
り
換
え
な
し

で
旅
行
や
買
い
物
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

開
通
日
の
３
月
23
日
は
釜

石
―
宮
古
間
で
記
念
列

車
を
4
往
復
し
、
翌
24

日
か
ら
営
業
運
転
を

開
始
し
ま
す
。

三陸防災復興プロジェクト 2019
　岩手県では、2019年６月1日（土）から８
月7日（水）まで、沿岸13市町村を会場に「三
陸防災復興プロジェクト2019」を開催しま
す。右に挙げているのは県北地域で開催さ
れる事業の一部で、その他は同プロジェク
トの公式ホームページで紹介しています。
　様々なイベントが開催されますので、ぜ
ひ足を運んでみてください。

さんりく音楽祭
2019

世界的な音楽家である佐渡裕氏と
スーパーキッズ・オーケストラによる
コンサートが行われます。県北エリ
アでは８月３日(土)に久慈市、８月
４日（日）に洋野町（スーパーキッズ・
オーケストラのみ）で開催します。

163kmの「三陸鉄道リアス線」が誕生します

果たしていくつもりです。さら
に復興を前に進める意味でも、
外から人を呼び込んで地域振
興を図りたいと考えています。
　このリアス線の開通を新た
なスタートとし、地域の皆さんに
利用してもらい支えてもらいながら、当社も地域への
さらなる貢献を目指していきます。

復興特集

三
陸
鉄
道
社
長

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

します

プロジェクト会期中に、三陸鉄道
の駅舎（久慈駅、宮古駅）をガー
デニングで飾ったり、野田村十
府ヶ浦公園にシバザクラを植栽
するなど、地域との協働により、
三陸鉄道を花と緑で彩ります。

三陸ステーション
ガーデンプロジェクト

三陸沿岸地域のチェックポイン
トを時間内に回り、得点を集め
るスポーツイベントです。県北
地域では野田村と普代村を会
場とし、７月６日（土）に開催し
ます。

三陸ジオパーク
フォトロゲイニングフェスティバル

楽しいイベントが
満載です！

三陸防災復興プロジェクト2019HP ▼

盛駅から久慈駅まで163キ
ロを夜通し走る夜行列車を
運行します。運行 は７月20日
（土）～21日（日）、27日（土）
～28日（日）の２本で、どちら
も盛駅発、久慈駅着です。

三陸鉄道一貫運行記念　
「三陸横断夜行列車」

［8］
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営業部課長 
勝田  雅幸 氏

「再生可能エネルギー
の地産地消」に
取り組む

I n t e r v i e w

久慈地域エネルギー㈱

取締役 
若林  治男 氏

　当社は、太陽光を中心として、久慈市内で発電され
る電源を確保して市内に供給する「再生可能エネルギー
の地産地消」を目指し、久慈市と市内の民間企業 5社
が設立した自治体新電力会社です。再生可能エネル
ギーによる電力の普及は、災害時の事業継続や大規模
停電の回避、地域内経済循環などにつながります。そ
のため、現在、電力の供給先は三陸鉄道久慈駅など市
内の施設ですが、今後は一般家庭にも広げていきたい
と考えています。また、当社では事業の収益を子育て
支援などで地域に還元することで、事業を通じて、人口
増加や雇用拡大など地域活性化にも取り組んでいます。
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22
1

私
た
ち
が
ふ
だ
ん
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て

使
っ
て
い
る
石
油
や
石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料
は
、

量
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、
太
陽

光（
熱
）や
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス（
木
材
、
家
畜

の
ふ
ん
尿
、
生
ゴ
ミ
な
ど
、
化
石
燃
料
以
外
の

動
植
物
に
由
来
す
る
も
の
）な
ど
、
自
然
の
力
で

常
に
補
充
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
や
、
利
用

す
る
以
上
の
速
度
で
再
生
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
を
利
用
す
る
の
が
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

で
す
。
こ
れ
ら
は
、
地
球
温
暖
化
の
要
因
で
あ

る
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
せ
ず
、
日
本
国
内
で

も
生
産
で
き
る
こ
と
か
ら
、
導
入
・
普
及
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
北
地
域
に
は
、
気
候
や
地
形
な
ど
の
特
性

を
生
か
し
た
豊
富
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
久
慈
市
・
軽
米
町
な
ど

で
の
太
陽
光
発
電
、
一
戸
町
・
二
戸
市
・
洋
野

町
な
ど
で
の
風
力
発
電
、
野
田
村
・
軽
米
町
な

ど
で
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
で
す
。

東
日
本
大
震
災
津
波
に
よ
り
被
災
し
た
施
設

の
復
旧
・
整
備
を
推
進
し
、
地
震
津
波
な
ど
へ

の
対
策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
物
流
の
効
率

化
や
圏
域
内
外
へ
の
交
流
拡
大
、
生
産
性
の
向

上
を
支
え
る
社
会
基
盤
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
良
好
な
自
然
環
境
を
保
全
し
、
豊
か

な
自
然
と
共
生
し
な
が
ら
、
太
陽
光
、
風
力
、

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
豊
富
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
を
生

か
し
た
持
続
可

能
な
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
み

ま
す
。

地
域
の
中
核
と
な
る
経
営
体
の
育
成
や
担
い

手
の
確
保
・
育
成
、
農
林
水
産
物
の
生
産
性
向

上
や
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
に
よ
る
高
付
加
価
値
化

と
販
路
拡
大
の
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
体
験
・
交
流
型
観
光
や

食
産
業
振
興
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
産
学
官
が
連
携
し
た
企
業
支
援
を
展

開
し
、
ア
パ
レ
ル
な
ど
特
徴
的
な
産
業
の
認
知

度
向
上
や
も
の
づ
く
り
を
担
う
人
材
の
育
成
を

進
め
る
と
と
も
に
、

県
や
市
町
村
な
ど
の

関
係
機
関
が
一
体
と

な
っ
て
キ
ャ
リ
ア
教

育
に
取
り
組
み
、
若

者
の
地
元
就
職
を
促

進
し
ま
す
。

県
央
圏
域
や
八
戸
圏
域
な
ど
と
の
交
流
・
連

携
に
よ
る
地
域
活
性
化
や
、
地
域
に
根
ざ
し
た

文
化
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
と
と
も

に
、
東
日
本
大
震
災
津
波
の
被
災
者
の
こ
こ
ろ

の
ケ
ア
と
健
康
づ
く
り
の
支
援
や
、
保
健
・
医

療
・
介
護
・
福
祉
の
連
携
に
よ
り
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
、

病
気
や
障
が
い

な
ど
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
安

心
し
て
健
や
か

に
暮
ら
せ
る
環

境
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

県
北
地
域
の
豊
富
な

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

隣
接
す
る
圏
域
等
と
の

つ
な
が
り
を
生
か
し
、

一
人
ひ
と
り
が
健
康
で

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域

自
然
豊
か
で
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
か
し
た

災
害
に
強
い
地
域

誇
れ
る
北
い
わ
て
の
地
域
資
源

を
生
か
し
た
産
業
が
展
開
し
、

意
欲
を
持
っ
て
働
け
る
地
域

多
様
か
つ
豊
富
な
資
源
・
技
術
、
培
わ
れ
た
知
恵
・

文
化
を
生
か
し
、
北
東
北
、
北
海
道
に
広
が
る

交
流
・
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
新
た
な
地
域
振

興
を
展
開
す
る
地
域

基本目標

バイオマス発電の
基本的な仕組み

燃焼
燃焼
または発酵

発電機

タービン

バイオマス発電は、食品
廃棄物や木質廃材、家畜
の排泄物などの有機ゴミ
を直接燃焼して、発生す
る熱を利用して蒸気でター
ビンを回す仕組みなんだ。

「最近バイオマス発電ってよく
聞くけど、どういう仕組み？」

こくっち
コラム

間伐材、
可燃ゴミなど

生ゴミ、廃油、
下水汚泥、家畜糞尿など

県
北
広
域
振
興
圏
の

地
域
振
興
の
取
組

い
わ
て
県
民
計
画（
2
0
1
9
〜
2
0
2
8
）の
も
と
で
、
私
た
ち

が
暮
ら
す
北
い
わ
て
は
ど
ん
な
地
域
を
目
指
し
、
活
性
化
を
図
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
目
標
と
、
そ
の
実
現
に
向
け
た

具
体
的
な
取
組
の
方
向
性
を
紹
介
し
ま
す
。

具 体 的 な 推 進 方 策

１.   多様な交流・連携により地域コミュニ
ティを活性化します

２.   文化芸術・スポーツの持つ力を地域活
性化へとつなげていきます

3-1.地域における医療体制を整え、心身の
健康づくりと地域で支え合う福祉の環境

をつくります（保健・医療分野）

3-2.地域における医療体制を整え、心身の
健康づくりと地域で支え合う福祉の環境

をつくります（介護・福祉分野）

具 体 的 な 推 進 方 策

具 体 的 な 推 進 方 策

4.災害に強い社会基盤を整えます
5.新しい交通ネットワークを中心に、地域経済
や暮らしを支える社会基盤を整えます

6.環境を守り育てる人材を育成し、多様な
主体との協働を進めながら、良好な自然

環境を守ります

7.豊富な再生可能エネルギー資源を生かした持
続可能な地域づくりに取り組みます

８.  北いわての農畜産物のブランドを確立
し、多様なスタイルでいきいきと暮らせ
る農村をつくります

９.  地域材や特用林産物の生産体制の強化
と需要拡大に取り組みます

10.担い手の確保・育成や漁業生産量の回
復･向上を進めます

11.北いわての魅力ある食材を生かした食産
業を盛んにします

12.アパレル産業など高い技術力を有するも
のづくり産業を 盛んにします

13.隣接圏域等と連携した広域観光を進めます
14.雇用環境の改善と若年者などの就業支援
を進めます

［3］

北 い わ て 最 前 線

総
合
計
画
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
や
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
あ
ら
ゆ

る
個
人
・
団
体
が
、
岩
手
の
あ
る
べ
き
姿
に
向
か
っ
て
今
後
10
年
間

に
何
を
す
る
べ
き
か
を
考
え
、
行
動
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
も
の

だ
よ
。
ま
た
、
時
代
の
潮
流
や
、
復
興
も
見
据
え
た
岩
手
の
特
性
・

可
能
性
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後
10
年
間
の
県
の
政
策
推
進
の
方
向

や
具
体
的
な
取
組
内
容
を
示
す
役
割
も
果
た
し
て
い
る
ん
だ
。

計
画
で
は
「
幸
福
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
岩
手
が
持
つ
多
様
な
豊
か

さ
や
つ
な
が
り
な
ど
に
も
着
目
し
、
岩
手
の
将
来
像
を
描
い
て
い
く
よ
。

計
画
期
間
は
２
０
１
９
年
度
か
ら
２
０
２
８
年
度
ま
で
の
10
年
間

で
、
10
年
間
の
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
・
サ
イ
ク

ル
※
を
考
慮
し
た
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
よ
る
構
成
に
な
っ
て
い

る
ん
だ
。「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
そ
れ
ぞ
れ
の

内
容
や
想
定
さ
れ
る
計
画
期
間
は
、
上
の
表
の
と
お
り
だ
よ
。
そ
の

う
ち
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
や
、
計
画
の
進
捗
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
、
内
容

を
見
直
す
な
ど
、
弾
力
的
に
対
応
し
て
い
く
よ
。

こ
の
計
画
で
は
、
次
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、

全
て
の
県
民
が
希
望
を
持
つ
こ
と
の
で
き
る

「
希
望
郷
い
わ
て
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
よ
！

いわて県民計画（2019～2028）
とこれからの県北地域

特集１

　岩手県では、昭和39年（１９６４年）から現在まで切れ目なく「総合計画」をつくっています。総合計画とは、
どのような方向性で県政を進め、目標を達成するために具体的にどのようなことに取り組んでいくかをまとめたもの
です。これは県民や企業、ＮＰＯなどすべての個人や団体にとって、今後岩手で暮らし、働いていくうえでの方向
性・未来像にもなることからとても重要です。ここでは、現在策定に向けて取り組んでいる２０１９年度から10年間
の総合計画である「いわて県民計画（2019～2028）」について、「こくっち」がわかりやすく説明します。

東
日
本
大
震
災
津
波
の
経
験
に
基
づ
き
、

引
き
続
き
復
興
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

お
互
い
に
幸
福
を
守
り
育
て
る
希
望
郷
い
わ
て

基本目標

Q1Q2 A1A2

総
合
計
画
っ
て
ど
う
し
て
必
要
な
の
？

ど
ん
な
役
割
が
あ
る
の
？

ど
ん
な
内
容
な
の
？

い
わ
て
県
民
計
画
（
2
0
1
9
〜
2
0
2
8
）
に
お
い
て
も
、
岩

手
県
東
日
本
大
震
災
津
波
復
興
計
画
の
基
本
方
針
に
掲
げ
た
二
つ
の

原
則
※
を
引
き
継
ぎ
、
復
興
の
取
組
を
明
確
に
位
置
付
け
、
市
町
村

や
国
と
一
体
と
な
っ
た
切
れ
目
の
な
い
取
組
を
進
め
て
い
く
よ
。

Q3A3

こ
れ
か
ら
の
復
興
の
取
組
は

ど
う
な
っ
て
い
く
の
？

※
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
・
サ
イ
ク
ル
と
は

選
挙
公
約
で
あ
る
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
を
基
本
に
、
行
政
計
画
を

策
定
・
実
施
し
、
そ
の
政
策
の
評
価
を
踏
ま
え
、
新
た
な
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
を
作
成
し
、
有
権
者
の
審
判
を
受
け
る
一
連
の
流
れ
で
す
。

※
二
つ
の
原
則

・
被
災
者
の
人
間
ら
し
い
「
暮
ら
し
」「
学
び
」「
仕
事
」
を
確
保
し
、

一
人
ひ
と
り
の
幸
福
追
求
権
を
保
証
す
る
。

・
犠
牲
者
の
故
郷
へ
の
思
い
を
継
承
す
る
。

いわて県民計画
（2019～2028）の構成

長期ビジョン (10)

( ) 内は期間年数

復興推進プラン (4) 第 2 期以降の「復興推進プラン」の取扱いは、
今後の復興の状況を踏まえながら検討

政策推進プラン (4)
地域振興プラン (4)
行政経営プラン (4)

政策推進プラン (4)
地域振興プラン (4)
行政経営プラン (4)

政策推進プラン (2)
地域振興プラン (2)
行政経営プラン (2)

年度 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

長期
ビジョン

長期的な岩手の将来を展望し、県民みんなで目指す将来像と、その実現に向けて取り組む
政策の基本方向を明らかにするものです。

アクション
プラン

長期ビジョンの実効性を確保するために、重点的・優先的に取り組むべき政策やその具体
的な推進方策を盛り込んだものです。

第１期　
2019年度～2022年度 復興推進プラン 政策推進プラン 地域振興プラン 行政経営プラン

岩手で
暮らし、働く 私たちの未来の姿を描く

［2］

北 い わ て の 魅 力 を 伝 え る 広 報 誌



八戸商業高校

八戸是川 IC

八戸公園

八戸公園第一駐車場

八戸久
慈自動

車道

11

139

•こどもの国
•三八五・こども館
•八戸植物公園

九戸 IC

九戸精密㈱

江刺家
郵便局

道の駅
 おりつめ
オドデ館

九戸村立
江刺家小学校

コロポックル
ランド

340

八
戸
自
動
車
道

コロポックルランド
岩手県九戸郡九戸村江刺家9-81　☎0195-42-4062
□営４月～11月頃（予定）の土日祝日（7月中旬～8月中
旬は毎日営業）□料 入浴料：一般300円／中学生・小学
生150円、ツリーハウス：一泊3,000円
／日帰り1,000円、テントサイト：一泊
500円、マウンテンバイク：４時間まで
500円（延長１時間ごとに200円）

お出かけスポット

・
気
軽

に
、快
適にアウトドアを

満
喫
・コロポックル

ランド

九戸村

・
遊
び
方

いろ
いろのレジャース

ポ
ッ
ト
・八戸公園

（こどもの国 /三八五・こども館/
八戸植物公園）

八戸市八戸公園
青森県八戸市十日市字天摩 33-2　
☎ 0178-96-2932

こどもの国
☎0178-96-3409　
□営 9:00-16:45（４月1日～11月上旬）
　 ※のりもの券販売は16:00まで
□休月曜日（祝日の場合は翌日）　
□料のりもの券：1枚110円、11枚つづり1,100円
　 入浴料：一般300円（年末年始 料金無料）

三八五・こども館
☎ 0178-96-3480　□営 9:00-16:30
□休月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始　□料無料

八戸植物公園
☎ 0178-96-2932　□営 9:00-17:00　
□休月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始　□料無料

毎年賑わいを見せるはちのへ公園春まつり

　
折
爪
岳
の
ふ
も
と
に
整
備
さ
れ

た
、
様
々
な
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
が

で
き
る
野
外
施
設
で
す
。
美
し
い

カ
ラ
マ
ツ
林
の
中
に
あ
る
キ
ャ
ン

プ
場
に
は
炊
事
場
や
野
外
ス
テ
ー

ジ
が
あ
り
、
大
人
数
の
グ
ル
ー
プ

で
の
利
用
に
も
ぴ
っ
た
り
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
と
ん
が
り
屋
根
の
ツ

リ
ー
ハ
ウ
ス
が
９
棟
あ
り
、
宿
泊

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ツ
リ
ー

ハ
ウ
ス
の
下
に
は
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ

ト
が
備
え
付
け
ら
れ
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
が
楽
し
め
る
ス
ペ
ー

ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
思
い
切
り
体
を
動
か
し
た
く

な
っ
た
ら
、
小
さ
な
子
ど
も
に
も

安
全
な
遊
具
を
揃
え
た
広
場
や
、

東
北
最
大
級
の
B
M
X
公
認
コ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
の
貸
し
出
し
も
あ
り
、
気
軽

に
利
用
で
き
る
の
が
う
れ
し
い
と

こ
ろ
で
す
。
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

に
は
天
然
石
の
ヘ
ル
ス
ト
ン
を

使
っ
た
大
浴
場
が
あ
り
、
の
ん
び

り
と
汗
を
流
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

親子で楽しめるアトラクションが充実

子どもがのびのびと遊べる遊具がたくさん

大人も子どももわくわくするかわいいツリーハウス

交流促進センター内の大浴場で疲れを癒すことができます

い
ろ
い
ろ
な
遊
び
方
や
過
ご
し
方

が
で
き
る
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で

す
。

　
園
内
に
は
２
0
0
0
本
を
超
え

る
桜
が
植
え
ら
れ
、
八
戸
最
大
の

桜
の
名
所
で
も
あ
り
ま
す
。「
サ

ク
ラ
の
杜
ゾ
ー
ン
」
で
は
、
桜
の

木
を
取
り
囲
む
よ
う
に
つ
く
ら
れ

た
席
で
輪
に
な
っ
て
お
花
見
が
で

き
ま
す
。４
月
28
日（
日
）か
ら
５

月
6
日（
月
）ま
で
は
、「
芝

生
広
場
ゾ
ー
ン
」
を
会
場
に

「
は
ち
の
へ
公
園
春
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
盛
り

だ
く
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
、
屋
台
も
ず

ら
り
と
立
ち
並
び
ま
す
。

開
催
時
間
は
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

　
37
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
公
園
の
中
に

は
、
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
や
観

覧
車
な
ど
を
揃
え
た
「
遊
園
地

ゾ
ー
ン
」
、
多
種
多
様
な
木
々
や

草
花
が
見
ら
れ
る
「
緑
化
植
物
園

ゾ
ー
ン
」
、
サ
ル
山
や
小
動
物
に

会
え
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
「
動
物

ゾ
ー
ン
」
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
サ
イ

ト
の
あ
る
「
わ
ん
ぱ
く
ゾ
ー
ン
」

な
ど
、
９
つ
の
ゾ
ー
ン
が
あ
り
、

特集２ お出かけスポット春のわくわく
親子で遊べる
たくさんの思い出をつくろう !

BMXとは
自転車で行う
モトクロス競技
のこと！

ネット上で跳んだり跳ねたり。室内なので雨の日でも安心

［5］

北 い わ て 最 前 線

一戸町 九戸村

二戸市

洋野町

久慈市

野田村

普代村

八戸市

軽米町

二戸市埋蔵
文化財
センター

二戸市総合
スポーツセンター

二戸市総合
スポーツセンター

二戸市
シビック
センター

二戸市
シビック
センター

福岡工業高校

24

6
274

二戸駅

4

もぐらんぴあもぐらんぴあ久慈北 IC久慈北 IC

平山小学校 半崎緑地公園
久慈国家石油
備蓄基地

279

45

395

お出かけスポット

魚にエサをあげる体験ができる「ふれあい水槽」

ファン必見
の

さかなクン
コーナー

　
趣
向
を
凝
ら
し
た
展
示
で
、
三

陸
や
世
界
の
海
を
体
感
で
き
る
見

ど
こ
ろ
満
載
の
水
族
館
で
す
。
ア

オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
「
か
め
吉
」
が
泳

ぐ
ト
ン
ネ
ル
水
槽
や
、
海
の
生
き

物
と
触
れ
合
え
る
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
、

水
槽
に
直
接
手
を
入
れ
て
エ
サ
や

り
体
験
が
で
き
る
「
ふ
れ
あ
い
水

槽
」
な
ど
が
人
気
で
す
。
さ
ら
に
、

館
内
に
は
、「
さ
か
な
ク
ン
」
が

描
い
た
イ
ラ
ス
ト
が
散
り
ば
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
土
日
祝
日

に
は
、
北
限
の
海
女
や
南
部
潜
り

の
実
演
が
行
わ
れ
、
水
槽
内
の
海

女
や
ダ
イ
バ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
楽
し
め
ま
す
。４
月

か
ら
６
月
の
金
・
土
曜
日（
午
後

6
時
30
分
か
ら
午
後
7
時
30
分
）

は
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー（
予
約
制
）を
実

施
し
ま
す
。
ふ
だ
ん
は
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
海
の
生
き
物
の
夜
の

姿
を
観
察
で
き
ま
す
。

　
全
館
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
の
で
車

い
す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
も
安
心
し

て
利
用
で
き
ま
す
。
授
乳
や
オ
ム

ツ
替
え
の
で
き
る
ベ
ビ
ー
ル
ー
ム

も
完
備
し
て
い
ま
す
。

３
階
の
田
中
舘
愛
橘
記
念
科

学
館
で
は
、
光
る
ス
ラ
イ
ム
や
ス

ー
パ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
工
作
体
験

を
通
じ
て
科
学
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
ロ
ラ
や
真

空
を
発
生
さ
せ
る
装
置
も
あ
り
、

職
員
に
よ
る
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

も
開
催
さ
れ
ま
す
（
真
空
装
置
の

中
に
目
覚
ま
し
時
計
を
入
れ
る
と

…
？
）。
ふ
だ
ん
は
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
現
象
を
体
験
で
き
る
の

で
、
大
人
の
方
に
も
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
ま
す
。

さ
ら
に
、
施
設
の
前
に
あ
る

多
目
的
広
場
で
は
、
親
子
で
思
い

切
り
体
を
動
か
し
て
遊
ん
だ
り
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
ん
だ
り
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・
見
応
え

ある
展示で海の世界

を
紹
介
・

久慈地下
水族科学館
もぐらんぴあ

久慈市

・
科

学
のふ

しぎにふれてみ

よ
う
・

二戸市シビック
センター

二戸市

田中舘愛橘記念科学館（3階）
□営9:00-17:00（入館は16:30まで）
※工作受付時間：9:30-11:00、13:00-16:30（材
料費は50～300円）

※サイエンスショー：平日は1日２回、土日祝日と
夏休み・冬休み中は1日３回
□休月曜日（祝日の場合は翌日）、祝日の翌日、年末年始　
□料一般・高校生200円／中学生・小学生100円
※福田繁雄デザイン館・田中舘愛橘記念科学館共通
入館券 一般・高校生360円／中学生・小学生180円

二戸市シビックセンター
岩手県二戸市石切所字荷渡6-2　
☎0195-25-5411

福田繁雄デザイン館（2階）
□営 9:00-17:00 □休月曜日（祝日の場合は翌日）、祝日
の翌日、年末年始 □料一般・高校生200円／中学生・
小学生100円

二戸市の偉人、田中舘愛橘博士の業績を紹介

世界初のイリュージョナル・モニュメント

巨大なシャボン玉に入るしかけなど、充
実した体験コーナー

二
戸
市
の
歴
史
や
観
光
ス
ポ

ッ
ト
な
ど
の
情
報
を
発
信
す
る
地

域
情
報
セ
ン
タ
ー
や
、
多
目
的
に

利
用
で
き
る
カ
ル
チ
ャ
ー
ル
ー
ム

を
備
え
た
市
民
交
流
施
設
で
す
。

２
階
は
世
界
的
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る
福
田
繁
雄

氏
の
作
品
を
常
設
展
示
し
て
い
る

デ
ザ
イ
ン
館
と
な
っ
て
お
り
、

様
々
な
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
を
見
て

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三陸・久慈の魚が泳ぐトンネル水槽

ナマコやヒトデなどの生き物にタッチ

土・日・祝の
素潜り

実演で海女さん
に

会えるよ

お出かけスポット
春になって暖かくなってくると、
気分も軽やかになって、
お出かけもますます楽しくなってきますよね。
県北地域はもちろん、少し足を伸ばして青森県
八戸市まで、様々な世代が楽しめる、
この春おすすめのお出かけスポットを紹介します。

実験工作で
科学に触れよう

久慈地下水族科学館もぐらんぴあ
岩手県久慈市侍浜町麦生1-43-7　☎0194-75-3551
□営 4～10月 9:00-18:00／11～３月 10:00-16:00（最終入
館は30分前まで） □休月曜日（祝日の場合は
翌日）、臨時開館あり（要問い合わせ） 
□料 一般700円／学生・高校生500円／中学
生・小学生300円

［4］
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制度の詳細や認定企業など、詳しくは「岩手県 女性活躍」でご検索ください。

内閣総理大臣賞を受賞

県北広域振興局 林務部林業振興課
TEL.0194-53-4984

お問い合わせ先

有限会社谷地林業　谷地　司氏

岩
手
木
炭
の
発
展
に
寄
与
し

内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞

女
性
活
躍
・
子
育
て
企
業
を
認
定
し
て

県
北
地
域
の
幸
福
を
実
現

　
平
成
30
年
度
農
林
水
産
祭
「
林
産
部
門
」
で
、

久
慈
市
の
谷や

ち地
司つ

か
さ

さ
ん
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
同
部
門
に
お
け
る
木
炭
で
の

受
賞
は
全
国
初
で
す
。
谷
地
さ
ん
は
有
限
会
社

谷
地
林
業
の
製
炭
部
窯か

ま
ち
ょ
う長
で
、
岩
手
県
木
炭
品
評
会

で
は
最
優
秀
賞
8
回
連
続
受
賞
の
実
績
が
あ
り
、
岩
手
県
製
炭
技

士
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
岩
手
木
炭
」
を
若
い
世
代
に

引
き
継
ぐ
た
め
、
地
元
の
中
学
生
や
仙
台
の
学
生
に
対
す
る
体
験
学

習
の
実
施
や
、「
い
わ

て
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
」

の
講
師
を
担
う
な
ど
、
製
炭
の
指

導
や
炭
焼
き
文
化
の
継
承
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動

が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　
岩
手
県
の
木
炭
生
産
量
は
全
国

１
位
で
、
全
生
産
量
の
３
割
強
を

占
め
て
い
ま
す
。「
伝
統
の
木
炭
産

業
を
盛
り
上
げ
、
ブ
ラ
ン
ド
品
と

し
て
の
岩
手
木
炭
の
高
付
加
価
値

化
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
担
い

手
育
成
に
も
取
り
組
み
た
い
で
す
」

と
、
谷
地
さ
ん
は
今
後
の
抱
負
を

語
り
ま
す
。

県
北
広
域
振
興
局
で
は
、
女
性
の
就
労
比
率
が
高
い
ア
パ
レ
ル
や
食
産
業
な
ど

が
基
幹
産
業
と
な
っ
て
い
る
地
域
の
特
徴
を
踏
ま
え
、「
い
わ
て
女
性
活
躍
企
業
等

認
定
制
度
」
及
び
「
い
わ
て
子
育
て
に
や
さ
し
い
企
業
等
認
証
」
の
活
用
・
認
定

を
通
じ
て
、
女
性
活
躍
や
子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

同
制
度
の
普
及
に
よ
り
、
女
性
活
躍
や
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
、
企
業

の
人
材
確
保
、
地
元
定
着
等
を
促
進
し
、「
働
く
な
ら
県
北
　
育
て
る
な
ら
県
北
　

暮
ら
す
な
ら
県
北
」
の
ふ
る
さ
と
振
興
や
地
域
の
幸
福
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

久
慈
市
の
宮
城
建
設
株
式
会
社
は
、
昨
年
8
月
、
県
北
地
域
で
初
め
て
「
い
わ
て

女
性
活
躍
企
業
等
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
企
画
経
理
部
の
久
保
田
文
子
さ
ん
は
「
現

場
で
管
理
者
を
務
め
る
女
性
社
員
の
数
は
ま
だ
少
な
い
の
で
、
環
境
整
備
を
進
め
て
、

雇
用
の
裾
野
を
広
げ
た
い
で
す
」
と
女
性
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

そ
の
後
、
県
北
地
域
で
は
、「
い
わ
て
女
性
活
躍
企
業
等
認
定
」
に
17
社
、「
い
わ

て
子
育
て
に
や
さ
し
い
企
業
等
認
証
」
に
15
社（
平
成
31
年
1
月
末
現
在
）が
選
ば
れ

て
お
り
、女
性
活
躍
や
子
育
て
支
援
の
職
場
環
境
づ
く
り
が
着
実
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

お
城
フ
ァ
ン
の
祭
典
「
お
城
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
１
８
」
が
、
昨
年
12
月
に
横
浜

市
の
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
二
戸
地
域
か
ら
は
、
九
戸
政
実

武
将
隊
が
参
加
し
、
九
戸
城
ブ
ー
ス
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
九
戸
政
実
武
将
隊

は
、
二
戸
地
方
の
戦
国
武
将
・
九
戸
政
実
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
結
成
さ
れ
た
戦

国
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
集
団
で
す
。

ブ
ー
ス
で
は
、
九
戸
城
跡
二
ノ
丸
を
舞
台
に
し
た
武
将
隊
の
動
画
や
九
戸
城

に
ま
つ
わ
る
展
示
を
用
い
た
紹
介
、
九
戸
城
を
再
現
し
た
Ｖ
Ｒ（
仮
想
現
実
）体

験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。３
日
間
の
開
催
で
会
場
に
は
約
２
万
人
が
足
を
運
び
、

九
戸
城
ブ
ー
ス
に
も
多
く
の

見
学
者
が
訪
れ
ま
し
た
。
回

収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は

57
％
の
人
が
「
九
戸
政
実

を
知
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
、

「
九
戸
城
に
行
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
感
想
も
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
今
回
が
初
め
て
の
出

展
で
し
た
が
、
来
年
以
降
も

継
続
し
て
参
加
し
、
九
戸
城

や
九
戸
政
実
を
通
し
て
二
戸

地
域
の
認
知
度
向
上
、
観

光
客
の
誘
致
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

断面がきれいな木炭は品質が高いとされています

高品質の木炭を丹精こめて製造しています

昨年10月には、県北の認定企業4社に認定書を交付　（左から、プレステック株式会社、株式会社ナカ
イズミ野田工場、岩手モリヤ株式会社、株式会社岩本電機）　

県北広域振興局 経営企画部企画推進課　TEL.0194-53-4981
二戸地域振興センター 地域振興課　TEL.0195-23-9201

お問い合わせ先

お問い合わせ先

二戸地域振興センター 地域振興課 
交流連携グループ
TEL.0195-23-9201

九戸政実武将隊
PR動画

九戸政実武将隊の
勇ましい姿

様々な展示で九戸城の魅力を発信しました

お
城
フ
ァ
ン
の
祭
典
で

九
戸
城
ブ
ー
ス
を
出
展

［7］

北 い わ て 最 前 線

復
興
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
お
互
い
に

幸
福
を
守
り
育
て
る

県
北
地
域
で
は
地
域
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、

農
林
水
産
業
や
企
業
の
支
援
、ま
ち
づ
く
り
の
活
動
な
ど
、

魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
を
創
造
し
て
い
く
た
め
、現
在
策
定
中
の

い
わ
て
県
民
計
画（
2
0
1
9
〜
2
0
2
8
）地
域
振
興
プ
ラ
ン
に

基
づ
く
取
組
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

県北広域振興局 農政部農業振興課  TEL.0194-53-4983

お問い合わせ先

二戸市
九戸村

洋野町

久慈市

野田村

普代村

一戸町

軽米町

食育活動を通して子どもたちに地元の味を伝えます

1月に完成したばかりの肉豚舎

久
慈
地
域
で
は
畜
産
が
基
幹
産
業
で
す
。
な
か
で
も
養
豚
は
年
間
16
万

頭
を
出
荷
し
、
県
内
２
番
目
の
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

洋
野
町
で
は
、
養
豚
経
営
体
の
八
幡
平
ポ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
、

地
域
の
関
係
事
業
者
や
行
政
が
一
体
と
な
り
、
収
益
力
と
生
産
基
盤
の
強

化
、
耕
畜
連
携
、
食
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
は
、
学
校
給

食
へ
の
食
材
提
供
に
あ
わ
せ
て
、
農
場
担
当
者
が
豚
の
一
生
や
豚
肉
の
栄

養
な
ど
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

１
月
に
は
、
密
閉
方
式
の
堆
肥
化
や
排
水
の
浄
化
処
理
な
ど
、
環
境
に

配
慮
し
た
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
た
、
母
豚
1
5
0
0
頭
規
模
の
新
農
場

が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
農
場
で
は
年
間
４
万
頭
の
出
荷
を
目
指
し
て
お

り
、
更
な
る
収
益
向
上
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
雇
用
の
創
出
に
よ
り

地
域
へ
の
若
者
の
定
着
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

県
で
は
、
市
町
村
や
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
結
婚
を
望
む
男
女
に
出
会
い
の

機
会
を
提
供
す
る
「
ｉ
‐
サ
ポ（
〝
い
き
い
き
岩
手
〞
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）」

を
運
営
し
て
い
ま
す
。
県
北
地
域
で
は
「
お
で
か
け
ｉ
‐
サ
ポ
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
久
慈
市
で
は
「
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
」
、
二
戸
市
で
は
「
な
に
ゃ
ー
と
」

で
そ
れ
ぞ
れ
月
２
回
開
設
さ
れ
、
会
員
登
録
・
お

相
手
検
索
・
お
見
合
い
な
ど
、
ｉ
‐
サ
ポ
が
行
う

全
て
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
会
員
数
は
、

現
在
、
約
１
０
０
０
名
と
な
っ
て
お
り
、
20
歳
以

上
の
独
身
の
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま

す
。
市
町
村
に
よ
っ
て
は
、
入
会
登
録
料
の
補
助

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ｉ
‐
サ
ポ
で
は
、
個
人
情
報
な
ど
利
用
者
の
秘

密
は
厳
重
に
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
御
利
用
は
予
約
制
で
す
の
で
、

事
前
の
電
話
連
絡
が
必
要
で
す
。

地
域
の
特
性
を
生
か
し
て
新
た
な
成
長
分
野
に
挑
戦
す
る
企
業
を
支
援
す
る

「
地
域
未
来
投
資
促
進
法
」
が
平
成
29
年
７
月
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

同
法
の
概
要
や
支
援
制
度
を
県
北
地
域
の
企
業
に
知
っ
て
も
ら
い
、
活
用
を
促
進

す
る
た
め
の
「
北
い
わ
て
地
域
未
来
牽
引
サ
ミ
ッ
ト
」
が
１
月
に
久
慈
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

東
北
経
済
産
業
局
や
岩
手
県
に
よ
る
制
度
説
明
に
続
き
、
事
例
紹
介
と
し
て
二

戸
市
の
株
式
会
社
南
部
美
人
、
洋
野
町
の
株
式
会
社
ひ
ろ
の
屋
、
秋
田
県
横
手
市

の
株
式
会
社
ア
ス
タ
ー
の
各
社
長
が
登
壇
し
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
事
業
活
動

や
支
援
内
容
に
つ
い
て
、
地
域
へ
の
思
い
や
今
後
の
夢
を
交
え
て
発
表
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
同
法
が
あ
ら
ゆ
る
事
業
分
野
で
活
用
可
能
な
こ
と
や
、
地
域
を
牽
引

す
る
企
業
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
取
組
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

県北広域

トピックス
2019

久
慈
地
域
の
畜
産
業
を

地
域
ぐ
る
み
で
盛
り
上
げ
る

お
で
か
け
ｉ
‐
サ
ポ
を

県
北
地
域
で
定
期
的
に
開
催

地
域
を
牽
引
す
る
企
業
を

様
々
な
支
援
で
後
押
し

地
域
ぐ
る
み
で
盛
り
上
げ
る

地
域
ぐ
る
み
で
盛
り
上
げ
る

久
慈
地
域
の
畜
産
業
を

地
域
ぐ
る
み
で
盛
り
上
げ
る

久
慈
地
域
の
畜
産
業
を

地
域
ぐ
る
み
で
盛
り
上
げ
る

県
北
地
域
で
定
期
的
に
開
催

県
北
地
域
で
定
期
的
に
開
催

県
北
地
域
で
定
期
的
に
開
催

県
北
地
域
で
定
期
的
に
開
催

地
域
を
牽
引
す
る
企
業
を

地
域
を
牽
引
す
る
企
業
を

地
域
を
牽
引
す
る
企
業
を

地
域
を
牽
引
す
る
企
業
を

希
望
郷
い
わ
て

県北広域振興局 経営企画部産業振興室
TEL.0194-53-4981

お問い合わせ先

株式会社ひろの屋
（洋野町）
代表取締役
下苧坪　之典氏

株式会社南部美人
（二戸市）
代表取締役社長
久慈　浩介氏

県北地域の企業などから160名が参加

地域未来投資促進法紹介
ガイドブック（県北・沿
岸版）を発行しました

 企業の力が地域の未来を創る！
 地域未来投資促進法紹介ガイドブック（県北・沿岸版）

県北広域振興局 保健福祉環境部企画管理課
TEL.0194-53-4987

久慈地域　ｉ‐サポ宮古　TEL 0193-65-7222
 開所時間／平日10:00～19:00、
  土日9:00～18:00
 休日／火曜、祝日、お盆、年末年始
二戸地域　ｉ‐サポ盛岡　TEL 019-601-9955
 開所時間／平日10:00～19:00、 
  土日9:00～18:00
  休日／祝日、お盆、年末年始

お問い合わせ先

お問い合わせ先・申込先

1対1の出会いの機会
づくりを支援します
（写真はモデルによ
るイメージ画像）

リーフレットは
ホームページでも
ダウンロードできます

おでかけ i -サポ
ホームページ
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北 い わ て の 魅 力 を 伝 え る 広 報 誌




